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ガバナーメッセージ
「ロータリー財団月間に寄せ て」
ロータリー財団月間によせて 
（地区ロータリー財団委員長）
地区青少年交換委員会報告

ガバナー公式訪問だより 

笠岡RC創立55周年記念式典を終えて 

岡山中央RC創立25周年記念式典を終えて

2011－2012年度 新地区補助金奨学生留学
国際ロータリー第2690地区クラブ分布図
地区だより（9月）

出席報告（9月）

長谷寺絵馬「西国三十三観音霊場図（嘉永７年）」
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ロータリー財団月間に寄せて

国際ロータリー第2690地区ガバナー　

伊 藤 文 利

ロータリー財団月間によせて

地区ロータリー財団委員長

鳥 居 　 滋

　昨年７月のロータリー新年度よりＲＩは長期計画
（戦略的計画が真の意味？）を我々に示し、これを推
し進めるよう勧奨しています。その中に示された３本
柱の一つとして「クラブのサポートと強化」が強調さ
れ、その為に会員増強とロータリー財団（以下Ｒ財
団）資金調達が不可欠だと結んでいます。
　Ｒ財団の使命は、地域レベル、全国レベル、国際的
レベルにおいて、ロータリアンが人々の健康状態を
改善し、教育への支援を高め、貧困を救済することを
通して、世界理解、親善、平和を達成できるようにす
ることであります。地区は各クラブによるＲ財団プロ
グラムへの参加と財政支援の調整に当たります。一
方、ガバナーである私は各ロータリアンがＲ財団を支
援し、Ｒ財団の可能性・潜在能力を理解してもらうよ
う各会員に説明し、意欲を喚起するよう義務づけられ
ています。
　Ｒ財団は1917年に基金として発足し、1928年国
際大会でＲＩの「ロータリー財団」と正式に名付けら
れ、今日に至っております。従って、今から６年後に
はＲ財団創立100周年を迎えることになり、その日に
向けて色々なプログラムが用意されるものと推測して
います。
　このＲ財団約100年間の歩みを振り返ってみると、
ロータリーの真髄である「超我の奉仕」を核とした人
道的、教育的、平和推進を目的とした数えきれない程
のプログラムが組まれ、実施されてきました。よくご
存じのポリオ・プラス、ＧＳＥ、奨学金（世界最大の
民間奨学生制度）、３Ｈプログラム（Health, Hunger 
and Humanity Program）、マッチング・グラント等な
ど、現在でも継続中のものもあります。
　さて、我が2690地区のR財団寄付の数字を見てみ
ましょう。2009-2010年度の数字ですが、日本全国
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34地区内では８番目の額で約57万米ドル、約3300
人の地区会員一人当たり、平均約173米ドルとなりま
す。即ち、我が2690地区は頑張っており、さすがにパ
イロット地区に選ばれたのもうなずけます。この内
50%が、来年森田年度にＤＤＦ（地区財団活動資金）
として地区に還元される予定です。が、さて私の年度
で57万米ドルを目標寄付額とすれば、現在約3100
名、一人当たり184米ドルを求めなければなりませ
ん。その上、円高の今、ドルベースに換算すると、一
人当たり200米ドル辺りを目標にしなければ３年後、
今年のような新地区補助金額は期待できないことが
容易に推測できます。一方、新地区補助金として地域
に良いことをしようという各種の奉仕活動に対し、前
年度、今年度と67クラブのうち半数以上がこの資金
を利用して、地域社会に大きく貢献されています。
　我が2690地区がパイロット地区に指定されている
現在、これを活かして更に活発な奉仕活動をするた
めには、新地区補助金の活用法を学び、もっと利用し
て欲しいと思います。要は資金調達（寄付）と新地区
補助金プログラム実施は車の両輪であり、両者が相
まって進行することが何より大切であります。皆様に
はこの間のご事情をご賢察の上、更なるご理解をお
願い致します。

　現在、RI第2690地区はパイロット地区として、
ロータリー財団の新しい「未来の夢計画」を実施して
おります。伊藤年度は、この「未来の夢計画」の試行
の２年度目にあたります。この「未来の夢計画」で
は、「新地区補助金」が地区の奉仕事業の中核となっ
ています。
　RI第2690地区では、「新地区補助金」から10万円
とクラブからの醵金10万円とを合わせて、20万円を
最低限度とする奉仕プログラムを募集し、地区内67
クラブから約40件の企画提案を頂きました。これら
の提案のあった奉仕プログラムは、地区の新地区補
助金小委員会の下で、申請書類の内容が覚書
（MOU）に照らして過不足が無いかどうかを調べるな
ど、最終的な申請に向けての作業がなされました。こ
ういった手続き作業は小林年度で行い、今年度に入
ると、8月中旬から予算の執行ができるようになり、38
件の奉仕プロジェクトが実施されつつあります。
　ところで、「新地区補助金」での奉仕プロジェクトの
実施に際しては、これまでの地区補助金と異なり、奉
仕プロジェクトへのクラブロータリアンが積極的に参
加し汗を流すことが推奨されています。つまり、単に
物品の供与に終わらず、その行為に奉仕活動が伴っ
ているかどうかが評価ポイントとなっています。新地
区補助金小委員会では、このような観点からのアドバ
イスを申請時にできるように努力されていますので、
皆様のご理解とご協力を強く期待しております。
　さて、ロータリー財団がロータリー財団プログラム
を初めて実施したのは1947年で、国際親善奨学金の
支援からでした。それは、ポール・ハリスがシガゴの
自宅で亡くなった年でもあります。しかし、ロータリー
財団の構想は、1917年、アーチ C. クランフRI会長
が、「世界でよいことをするために」基金の設置を提

案したときに遡ることができます。早速、26.50ドルの
最初の寄付が贈られてきましたが、財団としての体裁
は、基金が5,000米ドルに達した1928年になったと
きからで、この年、基金は、「ロータリー財団」と名づ
けられました。クランフ元会長をはじめとする5名の
管理委員が、「RIの目的を推進するための単独の信
託機関としての財団の全資産を維持、投資、管理、運
営する」ために任命されて以来、国際ロータリーから
独立した別の機関となっています。　これらの基金
（WF、世界基金）は、もっぱら「世界でよいことをしょ
う」をモットーに活用されます。
　「ロータリー財団の未来の夢計画」への試行期間
に、各クラブでの効果的な「新地区補助金」の活用が
期待されています。
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ガバナー公式訪問だより地区青少年交換委員会報告

　妹尾会長、宮本幹事
の笑顔での出迎えを受
け、例会場の井笠地域
地場産業振興センター
でB方式による公式訪
問に臨みました。
　妹尾会長の今年度

重要課題は「地区大会・IMへの積極的参加、東日本大震
災に対する長期的支援」を主とし「楽しい例会となるよう努
力する」を挙げられています。特色ある委員会活動では
LC、JC、他RCとの親睦ゴルフ大会をされ、広報・雑誌委員
会では毎年報道関係者懇談会を開催して、ロータリーの広
報に努められています。インターネット委員会はホーム
ページで「井原RCメーリングリスト参加者の勧誘」を公開
して会員増強に、職業奉仕委員会では自然環境問題「川レ
ンジャー」の活動に取り組み、着実な成果が見られます。
　特記すべきは、R財団委員会で「大銭（おおぜに）・中
銭・小銭運動で寄付を募るとともに、全会員が年額22,000
円を毎年積み立てて支援援助にあてられています。
　当日、ポール・ハリス・フェロー５名、新入会員推薦者
（スポンサー賞）の発表があり、伊藤ガバナーより証書・
バッチが手渡されました。山間部に所在するクラブとはい
え会員46名（内女性２名）の会社の多くは海外に事業所
を置かれて国際的視野でロータリー活動を実践されてお
り、妹尾会長の指導のもと宮本幸枝幹事さんを中心に和気
あいあいの楽しいクラブでした。

水

訪問者：伊藤ガバナー・奥野随行幹事

井原ロータリークラブ7/27

木

訪問者：伊藤ガバナー・奥野随行幹事

訪問者：伊藤ガバナー・大田随行幹事

岡山後楽園ロータリークラブ7/28

金 出雲南ロータリークラブ7/29

　出雲南ロータリークラ
ブを伊藤文利ガバナー
の随行員として訪問して
参りました。こちらのク
ラブは来年3月に40周
年の記念式典を予定し
ておられるとお聞きし、

大変伝統のあるクラブという印象を受けました。
　土井豆会長からクラブ運営方針についてのお話を伺い、懇
談が始まりました。土井豆会長はクラブのテーマを「心の絆を
深めよう、まずは自分から率先して」と定めておられます。RI会
長テーマ、そして地区のテーマとも相通ずる見識ある運営方針
を立てておられ、感服いたしました。
　そして田中充幹事よりクラブ概況報告をお聞きいたしました
が、CLPに熱心に取り組んで居られるということで、このことにつ
いて伊藤ガバナーはたいへん喜ばれ、絶賛しておられました。
　懇談会終了後の昼食時には、山本茂生パスト・ガバナーそし
て福代新治氏も合流され、和気あいあいと話もはずみました。
　例会は和やかな中にも格式のある進行に、さすが地域の中
核として模範となる名門クラブである事を強く感じた次第であ
ります。

　大角会長、深井副会
長、藤本幹事、畠瀬会長
エレクト、小野次年度幹
事を交えて会長・幹事
懇談会、ガバナー公式訪
問が始められました。
　まず、大角会長より創

立23年目を迎え、組織のマンネリ化・出席率低下・会員数減
少が課題として示されました。そこで今年のクラブテーマは

「一人ひとりが会長」として会員の意識向上に努力する旨の
説明があり、伊藤ガバナーからは、会員数51名、出席率
86％、平均年齢64.49歳と全てにおいて安定期にあると総
評されました。
　特に真庭市との共同作業で、蒜山の「備中漆」の復活等
を新地区補助金を用いた活動とする一方で、海外を含む
４RCとの友好縁組の継続、毎年のRI会長賞受賞、と着実
な歩みをされています。会員増強委員会では、アプローチ
された方々を整理し「見える 化」（データ化）されるととも
に、新世代奉仕委員会では、本年岡村光隆君を派遣学生
としてカナダKitchener RCへ送り出されています。国際奉
仕委員会では、アンコール小児病院の支援事業を５クラブ
共同で５年にわたって維持される等、活気みなぎるクラブ
です。
　例会では「クラブソング」を全員で斉唱し、今後CLPの活
用で新たな委員会再編に取り組むとともに、女性会員勧誘
にも全員討議で取り組まれる等、決意もあらたに新年度を
迎えるクラブでした。

地区青少年交換委員長　西 谷 純 美

　平成23年9月10日（土）に、倉吉市で「2011－2012年
度国際ロータリー第2690地区青少年交換委員会 受入学
生第1回オリエンテーション・歓迎会・帰国学生報告会」
を開催しました｡
　当日は伊藤文利ガバナーをはじめ地区委員の方々、また
インバウンドのサマンサ・キャスリン・ハドソンさん
(2011-12、米国オハイオ州出身) とそのホストファミリーの
方々、ローテックスの神谷尭明(2010-11)さん、尾崎百合
香(2009-10)さんをはじめ、当委員会に積極的な高梁RC、
倉敷RCからも参加していただき29名での盛大な会となり
ました。
　冒頭、伊藤文利ガバナーの歓迎の挨拶ではじまり、地区
委員の自己紹介と来日学生の挨拶、オリエンテーションが
ありました。
　はじめに、8月下旬に来日されたサマンサさんが、滞在期
間が短いにもかかわらず流暢な日本語で、これからの1年
間日本で勉強したいことや抱負等を話されました。特に、
文化の異なる日本で多くのことを学んでいきたいという彼
女の"I'll do my best."の言葉がとても印象的でした｡残念な
ことに、今年は岡山後楽園RCと米子南RCでの受入を予定
していた学生は、福島原発事故のため中止になってしま
い、サマンサさん一人だけのインバウンド学生になってしま
いました｡

　続いて、歓迎昼食会をはさんで帰国学生報告会に移り、
前年度派遣の出雲南RC神谷尭明君には、りっぱな帰国報
告書を提出していただきましたが、これに基づく帰国報告
があり、たいへん充実した1年間を過ごした模様が伝わっ
てきて、頼もしく感じられる報告でした。
　又、前々年度の高梁RC尾崎百合香さんも出席いただき、
今後ローテックスとして協力いただけるとのことで、ますま
すの活性化を図っていきたいと思います。
　一方、アウトバンドで海外へ留学した派遣学生は3名（倉
吉RC 菅原 空君、米子南RC 隅田美莉さん、岡山後楽園RC 
岡村光隆君）で、一年間の成長ぶりを来年聴けることを楽
しみにしています。
　当委員会では｢どうするのが一番子供たちのためになる
か｣という、この価値判断をゆるがすことなく、これからも
良い仕事を行ないたいと思っておりますので、皆さんのご
協力をお願いします。併せて、本年度派遣学生の募集も
始まっていますので、たくさんの方の応募をお待ちしてお
ります。
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ガバナー公式訪問だより地区青少年交換委員会報告

　妹尾会長、宮本幹事
の笑顔での出迎えを受
け、例会場の井笠地域
地場産業振興センター
でB方式による公式訪
問に臨みました。
　妹尾会長の今年度

重要課題は「地区大会・IMへの積極的参加、東日本大震
災に対する長期的支援」を主とし「楽しい例会となるよう努
力する」を挙げられています。特色ある委員会活動では
LC、JC、他RCとの親睦ゴルフ大会をされ、広報・雑誌委員
会では毎年報道関係者懇談会を開催して、ロータリーの広
報に努められています。インターネット委員会はホーム
ページで「井原RCメーリングリスト参加者の勧誘」を公開
して会員増強に、職業奉仕委員会では自然環境問題「川レ
ンジャー」の活動に取り組み、着実な成果が見られます。
　特記すべきは、R財団委員会で「大銭（おおぜに）・中
銭・小銭運動で寄付を募るとともに、全会員が年額22,000
円を毎年積み立てて支援援助にあてられています。
　当日、ポール・ハリス・フェロー５名、新入会員推薦者
（スポンサー賞）の発表があり、伊藤ガバナーより証書・
バッチが手渡されました。山間部に所在するクラブとはい
え会員46名（内女性２名）の会社の多くは海外に事業所
を置かれて国際的視野でロータリー活動を実践されてお
り、妹尾会長の指導のもと宮本幸枝幹事さんを中心に和気
あいあいの楽しいクラブでした。

水

訪問者：伊藤ガバナー・奥野随行幹事

井原ロータリークラブ7/27

木

訪問者：伊藤ガバナー・奥野随行幹事

訪問者：伊藤ガバナー・大田随行幹事

岡山後楽園ロータリークラブ7/28

金 出雲南ロータリークラブ7/29

　出雲南ロータリークラ
ブを伊藤文利ガバナー
の随行員として訪問して
参りました。こちらのク
ラブは来年3月に40周
年の記念式典を予定し
ておられるとお聞きし、

大変伝統のあるクラブという印象を受けました。
　土井豆会長からクラブ運営方針についてのお話を伺い、懇
談が始まりました。土井豆会長はクラブのテーマを「心の絆を
深めよう、まずは自分から率先して」と定めておられます。RI会
長テーマ、そして地区のテーマとも相通ずる見識ある運営方針
を立てておられ、感服いたしました。
　そして田中充幹事よりクラブ概況報告をお聞きいたしました
が、CLPに熱心に取り組んで居られるということで、このことにつ
いて伊藤ガバナーはたいへん喜ばれ、絶賛しておられました。
　懇談会終了後の昼食時には、山本茂生パスト・ガバナーそし
て福代新治氏も合流され、和気あいあいと話もはずみました。
　例会は和やかな中にも格式のある進行に、さすが地域の中
核として模範となる名門クラブである事を強く感じた次第であ
ります。

　大角会長、深井副会
長、藤本幹事、畠瀬会長
エレクト、小野次年度幹
事を交えて会長・幹事
懇談会、ガバナー公式訪
問が始められました。
　まず、大角会長より創

立23年目を迎え、組織のマンネリ化・出席率低下・会員数減
少が課題として示されました。そこで今年のクラブテーマは

「一人ひとりが会長」として会員の意識向上に努力する旨の
説明があり、伊藤ガバナーからは、会員数51名、出席率
86％、平均年齢64.49歳と全てにおいて安定期にあると総
評されました。
　特に真庭市との共同作業で、蒜山の「備中漆」の復活等
を新地区補助金を用いた活動とする一方で、海外を含む
４RCとの友好縁組の継続、毎年のRI会長賞受賞、と着実
な歩みをされています。会員増強委員会では、アプローチ
された方々を整理し「見える 化」（データ化）されるととも
に、新世代奉仕委員会では、本年岡村光隆君を派遣学生
としてカナダKitchener RCへ送り出されています。国際奉
仕委員会では、アンコール小児病院の支援事業を５クラブ
共同で５年にわたって維持される等、活気みなぎるクラブ
です。
　例会では「クラブソング」を全員で斉唱し、今後CLPの活
用で新たな委員会再編に取り組むとともに、女性会員勧誘
にも全員討議で取り組まれる等、決意もあらたに新年度を
迎えるクラブでした。

地区青少年交換委員長　西 谷 純 美

　平成23年9月10日（土）に、倉吉市で「2011－2012年
度国際ロータリー第2690地区青少年交換委員会 受入学
生第1回オリエンテーション・歓迎会・帰国学生報告会」
を開催しました｡
　当日は伊藤文利ガバナーをはじめ地区委員の方々、また
インバウンドのサマンサ・キャスリン・ハドソンさん
(2011-12、米国オハイオ州出身) とそのホストファミリーの
方々、ローテックスの神谷尭明(2010-11)さん、尾崎百合
香(2009-10)さんをはじめ、当委員会に積極的な高梁RC、
倉敷RCからも参加していただき29名での盛大な会となり
ました。
　冒頭、伊藤文利ガバナーの歓迎の挨拶ではじまり、地区
委員の自己紹介と来日学生の挨拶、オリエンテーションが
ありました。
　はじめに、8月下旬に来日されたサマンサさんが、滞在期
間が短いにもかかわらず流暢な日本語で、これからの1年
間日本で勉強したいことや抱負等を話されました。特に、
文化の異なる日本で多くのことを学んでいきたいという彼
女の"I'll do my best."の言葉がとても印象的でした｡残念な
ことに、今年は岡山後楽園RCと米子南RCでの受入を予定
していた学生は、福島原発事故のため中止になってしま
い、サマンサさん一人だけのインバウンド学生になってしま
いました｡

　続いて、歓迎昼食会をはさんで帰国学生報告会に移り、
前年度派遣の出雲南RC神谷尭明君には、りっぱな帰国報
告書を提出していただきましたが、これに基づく帰国報告
があり、たいへん充実した1年間を過ごした模様が伝わっ
てきて、頼もしく感じられる報告でした。
　又、前々年度の高梁RC尾崎百合香さんも出席いただき、
今後ローテックスとして協力いただけるとのことで、ますま
すの活性化を図っていきたいと思います。
　一方、アウトバンドで海外へ留学した派遣学生は3名（倉
吉RC 菅原 空君、米子南RC 隅田美莉さん、岡山後楽園RC 
岡村光隆君）で、一年間の成長ぶりを来年聴けることを楽
しみにしています。
　当委員会では｢どうするのが一番子供たちのためになる
か｣という、この価値判断をゆるがすことなく、これからも
良い仕事を行ないたいと思っておりますので、皆さんのご
協力をお願いします。併せて、本年度派遣学生の募集も
始まっていますので、たくさんの方の応募をお待ちしてお
ります。
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訪問者：伊藤ガバナー・八島随行幹事・田中随行幹事
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訪問者：伊藤ガバナー・清水随行幹事
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火

訪問者：伊藤ガバナー・井戸垣随行幹事
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水

訪問者：伊藤ガバナー・井戸垣随行幹事

�G�þ �é �” �»�æ�” �«�å�Ò8/ 3

木

訪問者：伊藤ガバナー・井戸垣代表幹事・田中随行幹事
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木

訪問者：伊藤ガバナー・八島随行幹事・田中随行幹事
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　玉野ロータリークラ
ブは、1968年に創立さ
れ、43年の歴史と実績
のある会員数32名のク
ラブです。例会場は、
瀬戸大橋カントリーク
ラブですが、ガバナー

公式訪問例会は、風光明美な渋川海岸のダイヤモンド瀬戸
内マリンホテルで行われました。
　「会員純増2名」の目標達成や、「地域の為に汗しよう」と
の島田会長の熱い思いを、ベテラン会員（元会長）の富永
幹事がサポートして、クラブを運営されています。
　出席率は年々向上しており、クラブ奉仕・親睦活動の成
果が実証されています。夢計画プロジェクトの企画「玉野
市の文化財マップを作成して、市内の小・中学校に配付す
る」では、立派なマップが印刷の校正まで完成していまし
た。これからが楽しみです。
　地域の奉仕や会員相互の親睦に重きを置かれているよ
うですが、米山功労者、ポール・ハリス・フェロー、ベネファ
クターにも、多数の方がなられており、米山奨学会やロータ
リー財団へもしっかり貢献しておられました。

�Ú

訪問者：伊藤ガバナー・八島随行幹事

玉野ロータリークラブ8/ 5

�D

訪問者：伊藤ガバナー・井戸垣随行幹事

牛窓ロータリークラブ8/ 8

　1988年に会員数26
名で、岡山RCをスポン
サークラブとして設立さ
れたクラブです。岡山
市から約1時間の距離
にある風光明媚な瀬戸
内市牛窓は、まぶしい

夏の光の中にたたずんでいました。海岸からすぐのところに
オリーブ園のある山がひろがり、山頂からは美しい島々が
一望できます。会員の服部氏の説明を聞きながらの瀬戸内
の風景は、生涯忘れることの出来ない美しい景観でした。
　現在の会員数は7名に減少しておりますが、会員の方々
のロータリー活動に対する想いは非常に高く、社会奉仕活

　赤磐市は山の中の町
で、交通網の発達は周
囲に多くのゴルフ場を
開業させ、ゴルフ銀座
の感がある地域です。
　1994年に会員数33
名で発足した若いクラ

ブで、現在会員数20名、平均年齢は63歳ですが、若さの
漲ったクラブです。会員の皆さんが非常に打ち解けた会話
を楽しんでおられ、こんな楽しいクラブなら少人数のクラブ
も両手をあげて賛成、と言いたくなるほどです。
　幡山会長、宮下幹事は年間の事業計画、運営計画を作
成し、長期、短期計画が年度当初に作成され、CLPの実践
を常に心がけておられました。
　創立20周年事業の計画も、すでに進めておられ、青少年
奉仕活動及び地域社会奉仕活動の継続事業として取り組
まれている "孫からの手紙、愛しいものたちから"の冊子は
感動しました。挿絵の美しさ、文の構成、表紙の名筆、どれ
をとっても美しいものです。地域文化の水準を示す銘冊子
で、永続していただきたいものです。
　また新世代育成の柔道大会の後援、"川の健康度調べ"
の実施で動植物の生態観察、自然保護の大切さの体感、エ
コ活動に対する基盤の育成等、どれも地域社会の重要課題

　猛暑の8月10日早
朝、走り慣れた179号
線。津山国際ホテルで
待ち合わせの伊藤ガバ
ナーの日焼けされた笑
顔を思い浮かべ、随行
という大役にハンドル

捌きもやや緊張ぎみでした。会長・幹事会では、初めに津
山中央RCの山本平会長から「弱小クラブであるが、東北大
震災の義援金50万円を送ることが出来た」という概況説明
に始まり、「原点を見つめよう」をクラブの合言葉に地域に
根ざしたローコスト運営に心がけているという点を強調さ
れました。ガバナーも運営姿勢にうなずきをもって応え、川
柳の『義援金、交付もせずにまだ募り』を引用しながら、全
国から約10億円集まった「ガバナー会義援金」のうち、被
災地送金の残金約8億7千万円の今後の使途や「東日本震
災復興基金」について詳細に説明されました。
　例会は、今回「津山中央・津山西RC合同例会」でした
が、先ず会長時間で山本会長が「魅力あるロータリーとは
何か」と伊藤ガバナーに禅問答のような問いかけをされ、
続いて幹事報告では「パートナー同伴夜間例会」の予定が
報告されました。会長をはじめ会員の皆さんの温かい雰囲
気のなかで会は進行し、心地よいひと時を過ごすことがで
きました。

�P

訪問者：伊藤ガバナー・井戸垣随行幹事

赤磐ロータリークラブ8/ 9


+

訪問者：伊藤ガバナー・山崎随行幹事

津山中央ロータリークラブ8/10


+

訪問者：伊藤ガバナー・山崎随行幹事

津山西ロータリークラブ8/10

　倉敷ロータリークラ
ブは1950年創立、本
年で62年を迎えられる
歴史と伝統のあるクラ
ブです。懇談会・例会
に出席させていただ
き、その伝統に裏打ち

された品格あるクラブという印象を強く受けました。
　歴史の長いクラブでありながら、マンネリに陥ることなく、
井上峰一会長陣頭指揮の元、エネルギッシュで革新的なク
ラブ運営をされています。委員会構成等を拝見いたします
と、すでにCLPは実践済みであり、地域のクラブの模範と
なっておられるところです。そして例会出席率も90％代後
半を維持しておられ、会員の皆様の参加意識が非常に高
いことが伺えます。伊藤ガバナー曰く「真にパーフェクトな
クラブ」であります。
　次年度は森田昭一郎ガバナーを支えられるクラブとして
さらにその資質を高められ、2690地区のリーダー・クラブ
として揺ぎ無い地歩を固められるものと確信いたしました。

�æ

訪問者：伊藤ガバナー・大田随行幹事

倉敷ロータリークラブ8/11

動では他クラブと共同で展開されています。岡山RCと共催
で、第4回"瀬戸内環境シンポジウム"テーマ「瀬戸内の環
境と発展」は、子供たちの未来にむけて、安全と安心、文化
の問題を取り上げる素晴らしいもので、公共団体の後援を
得ながら、広く一般市民、中学生、高校生に呼びかけておら
れるのに感動しました。　
　チャーター・メンバーの服部氏は、ご高齢ながら、文化
人でもあり、社会教育に熱心な方で、自己所有の永楽会館
（事務所、例会場）を広く地域社会に解放され、社会奉仕活
動を進められています。
　クラブメンバーは、ロータリー活動に熱心に取り組まれ、
皆さんが非常に仲良く、少人数であることを感じさせない
活動ぶりには、ロータリーの原点をみる思いがしたクラブ
訪問でした。今後の発展を祈ります。

　36番目の訪問先と
なる津山西RC。松永
章会長は、本年10月
16日に創立40周年記
念式典を挙行すること
と合わせて、カルヤン・

バネルジー RI会長の3つの強調事項（①家族・②継続・③
変化）と伊藤ガバナーのスローガンである"ロータリーは人
をつくる"を十分に理解し、「人づくり」をベースに組織運営
に取り組みたいと熱っぽく話され、その姿が印象的でし
た。
　12時30分からは「津山中央・津山西RC合同例会」に
移り、幹事報告では「早朝奉仕作業/早朝例会」のユニー
クな活動予定が報告されました。
　「プログラム」ではガバナー時間が約30分間あり、その
中で「魅力ある人間（ロータリアン）は能動的な生き方を
する」と、冒頭の山本会長の問いに対し明瞭かつ簡潔に回
答されました。
　また、「入りて学び、出でて奉仕せよ」とロータリー活動
の原点にも触れられ、和やかな雰囲気の中で「吾唯足知」
の心を実践される伊藤ガバナーの人となりを十分に示され
たようにも感じ、熱気の会場を後にしました。

です。
　会員の高潔さ、友情の深さ、家族一体となっての親睦に
感動した公式訪問でした。
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　玉野ロータリークラ
ブは、1968年に創立さ
れ、43年の歴史と実績
のある会員数32名のク
ラブです。例会場は、
瀬戸大橋カントリーク
ラブですが、ガバナー

公式訪問例会は、風光明美な渋川海岸のダイヤモンド瀬戸
内マリンホテルで行われました。
　「会員純増2名」の目標達成や、「地域の為に汗しよう」と
の島田会長の熱い思いを、ベテラン会員（元会長）の富永
幹事がサポートして、クラブを運営されています。
　出席率は年々向上しており、クラブ奉仕・親睦活動の成
果が実証されています。夢計画プロジェクトの企画「玉野
市の文化財マップを作成して、市内の小・中学校に配付す
る」では、立派なマップが印刷の校正まで完成していまし
た。これからが楽しみです。
　地域の奉仕や会員相互の親睦に重きを置かれているよ
うですが、米山功労者、ポール・ハリス・フェロー、ベネファ
クターにも、多数の方がなられており、米山奨学会やロータ
リー財団へもしっかり貢献しておられました。

�Ú

訪問者：伊藤ガバナー・八島随行幹事

玉野ロータリークラブ8/ 5

�D

訪問者：伊藤ガバナー・井戸垣随行幹事

牛窓ロータリークラブ8/ 8

　1988年に会員数26
名で、岡山RCをスポン
サークラブとして設立さ
れたクラブです。岡山
市から約1時間の距離
にある風光明媚な瀬戸
内市牛窓は、まぶしい

夏の光の中にたたずんでいました。海岸からすぐのところに
オリーブ園のある山がひろがり、山頂からは美しい島々が
一望できます。会員の服部氏の説明を聞きながらの瀬戸内
の風景は、生涯忘れることの出来ない美しい景観でした。
　現在の会員数は7名に減少しておりますが、会員の方々
のロータリー活動に対する想いは非常に高く、社会奉仕活

　赤磐市は山の中の町
で、交通網の発達は周
囲に多くのゴルフ場を
開業させ、ゴルフ銀座
の感がある地域です。
　1994年に会員数33
名で発足した若いクラ

ブで、現在会員数20名、平均年齢は63歳ですが、若さの
漲ったクラブです。会員の皆さんが非常に打ち解けた会話
を楽しんでおられ、こんな楽しいクラブなら少人数のクラブ
も両手をあげて賛成、と言いたくなるほどです。
　幡山会長、宮下幹事は年間の事業計画、運営計画を作
成し、長期、短期計画が年度当初に作成され、CLPの実践
を常に心がけておられました。
　創立20周年事業の計画も、すでに進めておられ、青少年
奉仕活動及び地域社会奉仕活動の継続事業として取り組
まれている "孫からの手紙、愛しいものたちから"の冊子は
感動しました。挿絵の美しさ、文の構成、表紙の名筆、どれ
をとっても美しいものです。地域文化の水準を示す銘冊子
で、永続していただきたいものです。
　また新世代育成の柔道大会の後援、"川の健康度調べ"
の実施で動植物の生態観察、自然保護の大切さの体感、エ
コ活動に対する基盤の育成等、どれも地域社会の重要課題

　猛暑の8月10日早
朝、走り慣れた179号
線。津山国際ホテルで
待ち合わせの伊藤ガバ
ナーの日焼けされた笑
顔を思い浮かべ、随行
という大役にハンドル

捌きもやや緊張ぎみでした。会長・幹事会では、初めに津
山中央RCの山本平会長から「弱小クラブであるが、東北大
震災の義援金50万円を送ることが出来た」という概況説明
に始まり、「原点を見つめよう」をクラブの合言葉に地域に
根ざしたローコスト運営に心がけているという点を強調さ
れました。ガバナーも運営姿勢にうなずきをもって応え、川
柳の『義援金、交付もせずにまだ募り』を引用しながら、全
国から約10億円集まった「ガバナー会義援金」のうち、被
災地送金の残金約8億7千万円の今後の使途や「東日本震
災復興基金」について詳細に説明されました。
　例会は、今回「津山中央・津山西RC合同例会」でした
が、先ず会長時間で山本会長が「魅力あるロータリーとは
何か」と伊藤ガバナーに禅問答のような問いかけをされ、
続いて幹事報告では「パートナー同伴夜間例会」の予定が
報告されました。会長をはじめ会員の皆さんの温かい雰囲
気のなかで会は進行し、心地よいひと時を過ごすことがで
きました。

�P

訪問者：伊藤ガバナー・井戸垣随行幹事

赤磐ロータリークラブ8/ 9


+

訪問者：伊藤ガバナー・山崎随行幹事

津山中央ロータリークラブ8/10


+

訪問者：伊藤ガバナー・山崎随行幹事

津山西ロータリークラブ8/10

　倉敷ロータリークラ
ブは1950年創立、本
年で62年を迎えられる
歴史と伝統のあるクラ
ブです。懇談会・例会
に出席させていただ
き、その伝統に裏打ち

された品格あるクラブという印象を強く受けました。
　歴史の長いクラブでありながら、マンネリに陥ることなく、
井上峰一会長陣頭指揮の元、エネルギッシュで革新的なク
ラブ運営をされています。委員会構成等を拝見いたします
と、すでにCLPは実践済みであり、地域のクラブの模範と
なっておられるところです。そして例会出席率も90％代後
半を維持しておられ、会員の皆様の参加意識が非常に高
いことが伺えます。伊藤ガバナー曰く「真にパーフェクトな
クラブ」であります。
　次年度は森田昭一郎ガバナーを支えられるクラブとして
さらにその資質を高められ、2690地区のリーダー・クラブ
として揺ぎ無い地歩を固められるものと確信いたしました。

�æ

訪問者：伊藤ガバナー・大田随行幹事

倉敷ロータリークラブ8/11

動では他クラブと共同で展開されています。岡山RCと共催
で、第4回"瀬戸内環境シンポジウム"テーマ「瀬戸内の環
境と発展」は、子供たちの未来にむけて、安全と安心、文化
の問題を取り上げる素晴らしいもので、公共団体の後援を
得ながら、広く一般市民、中学生、高校生に呼びかけておら
れるのに感動しました。　
　チャーター・メンバーの服部氏は、ご高齢ながら、文化
人でもあり、社会教育に熱心な方で、自己所有の永楽会館
（事務所、例会場）を広く地域社会に解放され、社会奉仕活
動を進められています。
　クラブメンバーは、ロータリー活動に熱心に取り組まれ、
皆さんが非常に仲良く、少人数であることを感じさせない
活動ぶりには、ロータリーの原点をみる思いがしたクラブ
訪問でした。今後の発展を祈ります。

　36番目の訪問先と
なる津山西RC。松永
章会長は、本年10月
16日に創立40周年記
念式典を挙行すること
と合わせて、カルヤン・

バネルジー RI会長の3つの強調事項（①家族・②継続・③
変化）と伊藤ガバナーのスローガンである"ロータリーは人
をつくる"を十分に理解し、「人づくり」をベースに組織運営
に取り組みたいと熱っぽく話され、その姿が印象的でし
た。
　12時30分からは「津山中央・津山西RC合同例会」に
移り、幹事報告では「早朝奉仕作業/早朝例会」のユニー
クな活動予定が報告されました。
　「プログラム」ではガバナー時間が約30分間あり、その
中で「魅力ある人間（ロータリアン）は能動的な生き方を
する」と、冒頭の山本会長の問いに対し明瞭かつ簡潔に回
答されました。
　また、「入りて学び、出でて奉仕せよ」とロータリー活動
の原点にも触れられ、和やかな雰囲気の中で「吾唯足知」
の心を実践される伊藤ガバナーの人となりを十分に示され
たようにも感じ、熱気の会場を後にしました。

です。
　会員の高潔さ、友情の深さ、家族一体となっての親睦に
感動した公式訪問でした。
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金

訪問者：伊藤ガバナー・平 随行幹事
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　9月25日に創立25周年記念例会を開催することができ
ました。伊藤ガバナーをはじめとする地区役員の皆さま、県
南18ロータリークラブ会長幹事の皆さまにはお忙しい中、
多数のご参加をいただき心より感謝申し上げます。
　また、姉妹縁組先のタリーロータリークラブ（オーストラ
リア）から11名、親しいお付き合いをさせていただいてい
る土城中央扶輪社（中華民国）から33名、岡山中央ＲＣＣ
会員10名の参加もいただき大変賑やかな例会とすること
ができました。
　私たち岡山中央ロータリークラブの会員一同は1年以上
前から25周年の節目をどのような日にするかを語り合って
きました。会員アンケートをとるなどして会員全員の気持ち
を聞くと、派手ではないが我がクラブらしい思い出に残る
例会にしたいという意見が多く寄せられました。あわせて
今年度より、我がクラブはＣＬＰを導入することとしていまし
たから、運営上の複雑さを避けるために、あえて25周年実
行委員会を編成せず、前年度の小野会長はじめ理事役員
の方々を中心に「記念例会」としてのアイディアをまとめて
いき、本年度の理事役員へ引き継いでいただきました。
　我がクラブの創立以来の一番の個性は「高齢者福祉」へ
の取り組みです。設立当初より「高齢者委員会」を設置し、
日帰り旅行やゲートボール大会など地域の高齢者の方々と
の交流事業を進める中で、岡山中央ロータリー地域社会共
同隊（岡山中央ＲＣＣ）を設立、一緒になって高齢者施設
を訪問し勉強会を実施したり、高齢者に対する専門的なボ
ランティア活動を継続して実施したりするようになりまし
た。今回の25周年を記念して徳永先生（野の花診療所　

院長）を講師にお迎えした「市民公開講座」も長年続く事
業の一つで通算17回目になります。創立25周年を記念し
て「さん太ホール」での講演会を企画し、一般市民の方々
をお招きいたしました。このことを通じて我がクラブの歴史
であり、誇りである高齢者問題への取り組みをクローズアッ
プさせた例会といたしました。
　今年度の我がクラブのテーマを「友情と実践」としていま
す。創立25周年記念例会のみならず、ＣＬＰの実施、長期
計画委員会の実施など急激な人口減少社会に突入した日
本の１ロータリークラブとして、「実践」しなくてはいけない
ことが多いですが、何より大切なことは、そして忘れてなら
ないことは「友情」を高めることだと思います。
　皆さまのおかげで、楽しく明るい気持ちで25周年を迎
えることができたように思います。あらためて感謝申し上
げます。

　新地区補助金奨学生予定者の横井和子さん（スポンサー
クラブ：岡山北西ＲＣ）が、９月初めにオックスフォード大学 
大学院（宗教学）に合格されましたので、正式に新地区補助
金奨学生と認定しました。
　オックスフォード大学院のオリエンテーションが9月30日と
の厳しいスケジュールの中、現地ガバナーに受け入れを依頼
し快諾を得て、留学にあたっての第2690地区Ｒ財団オリエ
ンテーションを、9月16日に開催いたしました。

タリーRCと土城中央扶輪社

国際ロータリー第2690地区クラブ分布図

地区ロータリー財団学友委員長　八 島 弘 明
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　横井さんは、ロータリーの奨学金プログラムの目的を良く
理解されています。将来は世界理解と平和を促進するため、
国際機関に勤務したいと夢を語っていました。
　学業に励むだけでなく、カウンセラーの指導のもと、語学
力を生かして現地のロータリークラブの例会や行事に参加し
て、交流を深めていただきたいと思います。帰国後も、スポン
サークラブへの報告や例会出席だけでなく2690地区と長く
関わっていただけるものと確信しております。

岡山中央RC創立25周年記念式典を終えて

岡山中央ロータリークラブ会長

荒 木 雷 太
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　西国三十三観音霊場を示した地図で、鳥取県からみて遠い東方
を上にした構図です。伊勢湾から大阪湾、琵琶湖は、染料の藍を顔
料に用い、青色鮮やかに仕上げます。
　長谷寺の絵馬群中、最大であるにもかかわらず、各霊場に山 ・々
お堂のほか観音像を、また名所旧跡をも細密に画き入れます。巡礼
の全行程は50日から80日を要す大旅行でした。見知らぬ土地に想

いを馳せて、いったい何人の人がこの図を見てきたのでしょう。
　願主に連なる観音講の構成員23人は、殆ど女性です。町家の女
性の名前がここまで知れることは珍しく、女性の信仰心と経済的な自
立がうかがわれます。
　奉納された嘉永7年、時代はペリーが日米和親条約を締結した直
後でもありました。

表紙・長谷寺絵馬　
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ご冥福をお祈りします
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　西国三十三観音霊場を示した地図で、鳥取県からみて遠い東方
を上にした構図です。伊勢湾から大阪湾、琵琶湖は、染料の藍を顔
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お堂のほか観音像を、また名所旧跡をも細密に画き入れます。巡礼
の全行程は50日から80日を要す大旅行でした。見知らぬ土地に想

いを馳せて、いったい何人の人がこの図を見てきたのでしょう。
　願主に連なる観音講の構成員23人は、殆ど女性です。町家の女
性の名前がここまで知れることは珍しく、女性の信仰心と経済的な自
立がうかがわれます。
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後でもありました。

表紙・長谷寺絵馬　
b���~	G�~�
�;�¶	Ô
$�y�E�ì ���¢���������£ �å �z	N�������������D�N���#�����������D�N

［　　　　　　　　　　］�•�à �i �‘ �“�¢ ���������å �����������D�£ ［　　　　　　　　　　］�•�à �i �‘ �“�¢ ���������å �����������D�£

�é �” �»�æ�” �R�‚ �• �w���/�� 
Ç

�é �” �»�æ�” �R�‚ �• �w���/�� 
Ç

ポール・ハリス・フェロー

�« �å �Ò �› �� �/ 
Ç�¢ �å �Í �/ 
Ç �£

ベネファクター

大口寄付者（レベル４）

�« �å �Ò �› �� �/ 
Ç

�« �å �Ò 
Ó �è �/ 
Ç

�› �� �/ 
Ç �› �M �h �i �M �h �M �‘

�é �” �» �æ�” �f �Ô �Š 
� �B 
î �µ �, �Ú �• �w �/ 
Ç

�å �Í �/ 
Ç �t �] �/ 
Ç �M�h �i �M�h �M�‘

（敬称略） （敬称略）

大角雄三
岡山後楽園RC

�� �•�G �æ	‘ �¶�q �• �w���/�� 
Ç

�� �•�G �æ	‘ �¶�q �• �w���/�� 
Ç

米 山 功 労 者

�� �����C

佐藤　博  PG
（倉敷南RC）

2011年9月20日ご逝去
（享年83歳）

1962年3月2日入会
 （医）養命会　佐藤医院理事　内科医
1980～81年度  第20代会長
1989～90年度  RI第2690地区ガバナー
RI超我の奉仕賞受賞・ベネファクター（2回）
大口寄付者（レベル1）・米山功労者（42回）・メジャードナー

	ý���q ���»�] 	º�p

謹んで哀悼の意を表し
ご冥福をお祈りします

佐藤睦子
岡山西RC

宮長雅人
岡山RC

土井雅人
岡山東RC

石原彰二
岡山東RC

渡邊慎一
岡山東RC

伊勢崎　創
備前RC

佐藤苔助
備前RC

山本　純
備前RC

吉本正志
備前RC

小林克美
倉吉東RC

谷口貴久
備前RC

吉岡　博
新見RC

柴田政伸
新見RC

松田常男
総社RC

小笠原敬三
倉敷RC

塩飽和志
倉敷RC

木下辰太郎
米子RC

高田泰司
米子東RC

竹ノ内賢一郎
米子南RC

大畑　憲
米子南RC

佐々木弘泰
浜田RC

岡田亘弘
浜田RC

徳吉公司
鳥取西RC

清水龍彦
境港RC

倉都祥行
倉吉RC

篠原顕一郎
米子RC

岡本博文
倉吉RC

谷本隆臣
大田RC

竹村一秀
大田RC 笠岡RC

山本直樹

丹波国泰
岡山東RC

青木　淳
智頭RC

渡辺好政(児島RC)・・・・・・・・・・・�����
�������������Å�ç��

鳥取RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
倉敷瀬戸内RC・・・・・・・・・・・・・・
岡山RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

岡山後楽園RC・・・・・・・・・・・・・・
岡山南RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・

���
�������������Å�ç

�������������Å�ç

���
�������������Å�ç

�¢ �R�‚�#�0�9�£�������������Å�ç

�������������Å�ç

松江しんじ湖RC・・・・・・・・・・・・・
岡山後楽園RC・・・・・・・・・・・・・・

岡山南RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・

牛窓RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

鳥取RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 浜田RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�������
�������� �������
��������

鳥取RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ �������
�������� 倉敷瀬戸内RC・・・・・・・・・・・・・・ �����
��������

浜田RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

�� �� �� �� �� ��

田邊九吾
津山西RC

藤原　學
岡山後楽園RC

故 佐藤　博
倉敷南RC

深井豊久
岡山後楽園RC 岡山後楽園RC

福島正春

渡辺好政
児島RC

���� �� �� �� ��

田邊敬三
岡山後楽園RC

小川清弘
岡山南RC

末光　茂
岡山後楽園RC

大和豊子
岡山南RC 岡山城RC

黒田卓郎

大角雄三
岡山後楽園RC
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西岡喜良
倉敷瀬戸内RC

小野寛治
倉敷瀬戸内RC

丸山昌己
倉敷瀬戸内RC

田邊九吾
津山西RC 岡山城RC

内田博子岩谷百合雄
浜田RC
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